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暮
れ
か
ら
新

年
に
か
け
て
田

舎
で
は
伝
統
的

な
郷
土
料
理
が

都
会
か
ら
の
帰
省
者
た
ち
を

待
ち
受
け
て
い
る
。

　

今
年
の
首
都
圏
で
は
、
11

月
に
早
く
も
初
雪
に
見
舞
わ

れ
た
。
冬
に
な
れ
ば
、
や
っ

ぱ
り
鍋
が
恋
し
く
な
る
。
鍋

の
人
気
の
具
材
と
し
て
、
鶏

や
河
豚
も
有
力
で
あ
る
が
、

何
と
い
っ
て
も
牛
肉
が
優
位

だ
。
そ
の
他
に
も
セ
レ
ブ
な

気
分
に
浸
れ
る
カ
ニ
鍋
も
根

強
い
フ
ァ
ン
が
お
り
、
少
数

派
だ
が
鯨
鍋
も
健
在
し
て
い

る
。

　

関
西
の
奥
座
敷
・
北
摂
武

田
尾
辺
り
の
料
理
旅
館
で

は
、
古
く
か
ら
猪
が
定
番
で

あ
る
。

　

日
本
人
の
食
習
慣
が
変
貌

し
て
、
猪
と
鹿
を
常
食
し
な

く
な
っ
た
。
今
で
は
猪
と
鹿

は
高
級
で
珍
し
い
食
材
の
部

類
だ
。
お
陰
で
猪
と
鹿
は
我

が
世
の
春
を
謳
い
、
繁
殖
し

て
農
地
を
荒
ら
し
ま
く
っ
て

い
る
。

　

世
界
的
に
見
て
、
著
し
く

多
様
な
日
本
人
の
食
癖
は
、

二
派
に
大
別
で
き
る
。
一
つ

は
珍
し
い
も
の
へ
の
志
向
、

も
う
一
つ
は
食
べ
慣
れ
た
も

の
へ
の
志
向
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
は
共
存
し
、
時
代
と
共

に
移
り
変
わ
る
。

な
い
医
療
機
関
は
51
・
０

％
。
対
応
で
き
て
い
な
い
理

由
と
し
て
「
制
度
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
・
何
を
す
べ
き

か
わ
か
ら
な
い
」
が
24
・
２

％
、「
何
を
す
べ
き
か
知
っ

て
い
る
が
、
ま
だ
検
討
中
」

は
17
・
５
％
、「
制
度
に
納

得
が
い
か
な
い
」
が
９
・
２

％
だ
っ
た
。

　

歯
科
で
構
成
比
が
50
％
を

超
え
る
従
業
員
数
が
５
人
以

下
の
小
規
模
な
医
療
機
関
で

は
、「
す
で
に
対
応
済
み
」

が
20
・
０
％
（
全
体
平
均
の

マ
イ
ナ
ス
11
・
５
ポ
イ
ン

ト
）、「
現
在
対
応
を
進
め
て

い
る
」
が
９
・
６
％
（
全
体

平
均
の
マ
イ
ナ
ス
６
・
３
ポ

イ
ン
ト
）、
対
応
で
き
て
い

な
い
医
療
機
関
が
68
・
７
％

（
全
体
平
均
の
プ
ラ
ス
17
・

７
ポ
イ
ン
ト
）
と
、
小
規
模

な
医
療
機
関
で
の
対
応
が
進

　協会は「在宅療養支援歯科診療所の施設
基準に係る研修会」（歯援診）を2017年２
月25日に開く。2016年３月末時点で歯援診
の届出が受理されている歯科医療機関も、
改めて2017年３月までに歯援診を届け出な
ければ未届医療機関と同じ扱いになる。
　研修会受講料は１千円で定員150人（先
着順）。大阪府歯科保険医協会会員本人の
み受講できる。申し込みは事務局（℡06-
6568-7731）まで。なお、歯科外来診療環
境体制加算の施設基準に係る研修会（外来
環）は４月の開催を予定している。

◇
在宅療養支援歯科診療所の施設基準に係る
研修会（歯援診）
日時：２月25日（土）午後６時～８時
会場：Ｍ＆Ｄホール（保険医会館隣り）

が
い
者
の
６
割
が
年
収
１
０

０
万
円
以
下
で
あ
り
、
制
度

の
拡
充
が
必
要
」（
大
阪
障

が
い
児
・
者
を
守
る
会
）
▽

「
助
成
が
精
神
障
が
い
者
ま

で
拡
充
さ
れ
る
と
聞
き
喜
ん

だ
が
、
内
容
は
わ
ず
か
２
％

の
精
神
障
害
１
級
ま
で
、
せ

め
て
２
級
を
対
象
に
」（
大

阪
精
神
障
が
い
者
家
族
会
連

合
会
）
▽
「
年
金
か
ら
保
険

る
」
と
訴
え
た
。

　

井
上
賢
二
氏
（
医
科
協
会

副
理
事
長
）
は
「
低
年
金
で

生
活
が
苦
し
く
、
医
療
に
お

金
は
か
け
ら
れ
な
い
と
患
者

が
訴
え
て
い
る
。
自
治
体
が

住
民
を
守
る
必
要
が
あ
る
」

と
指
摘
し
た
。

　

市
民
団
体
か
ら
は
、
▽

「
助
成
制
度
が
あ
る
こ
と
で

命
を
保
っ
て
い
ら
れ
る
。
障

た
。「
患
者
負
担
が
引
き
上

げ
ら
れ
れ
ば
、
こ
う
し
た
子

ど
も
た
ち
が
ま
す
ま
す
歯
科

医
療
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ

　

共
同
ア
ピ
ー
ル
は
、
▽
患

者
負
担
引
き
上
げ
の
廃
止
▽

65
歳
以
上
の
対
象
外
し
を
や

め
、
助
成
制
度
を
拡
大
・
拡

充
す
る
こ
と
―
の
２
点
を
大

阪
府
に
要
望
し
た
。

　

会
見
で
は
、
各
団
体
が
患

者
の
実
態
を
訴
え
た
。

　

協
会
の
江
原
理
事
は
、
学

校
歯
科
治
療
調
査
（
11
月
実

施
）
の
中
間
集
計
を
も
と
に

小
学
校
で
５
割
近
く
、
中
学

校
で
７
割
以
上
、
高
校
で
９

割
以
上
が
歯
科
受
診
出
来
て

い
な
い
実
態
を
指
摘
。
口
腔

崩
壊
状
態
の
子
ど
も
が
数
千

人
い
る
と
推
計
さ
れ
、
そ
の

背
景
に
は
経
済
的
困
難
や
ネ

グ
レ
ク
ト
が
あ
る
と
示
し

料
を
引
か
れ
る
と
月
４
万
円

も
残
ら
な
い
。
助
成
が
受
け

ら
れ
な
け
れ
ば
、
生
活
で
き

な
い
」（
大
阪
難
病
連
）
▽

「
息
子
が
小
学
４
年
生
の
時

に
夫
が
病
死
し
た
。
持
病
が

あ
る
私
や
病
気
が
ち
の
息
子

の
命
を
支
え
て
き
て
く
れ
た

の
が
助
成
制
度
。
見
直
し
は

絶
対
に
や
め
て
欲
し
い
」

（
新
日
本
婦
人
の
会
）
―
と

訴
え
た
。

決
起
集
会
を
開
催

　

同
日
に
開
催
さ
れ
た
「
大

阪
府
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

見
直
し
に
反
対
す
る
学
習
決

起
集
会
」
に
は
60
人
が
参

加
。
小
澤
力
理
事
長
は
「
医

院
に
は
お
年
寄
り
や
訪
問
診

療
が
必
要
な
患
者
が
た
く
さ

ん
く
る
。
こ
の
人
た
ち
を
助

成
対
象
か
ら
外
す
計
画
だ
。

必
ず
制
度
を
守
ろ
う
」
と
怒

り
を
込
め
て
訴
え
た
。

５
割
が
未
対
応

　

事
業
所
と
し
て
の
対
応
状

況
（
医
科
・
歯
科
全
体
）

は
、「
す
で
に
対
応
済
み
」

が
31
・
５
％
、「
現
在
対
応

を
進
め
て
い
る
」
が
15
・
９

％
だ
っ
た
。
対
応
で
き
て
い

ん
で
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

事
務
負
担
を
懸
念

　

事
業
主
と
し
て
困
っ
て
い

る
こ
と
を
尋
ね
た
（
複
数
回

答
）
と
こ
ろ
、「
事
務
負
担

の
増
加
」
が
52
・
９
％
と
最

も
多
く
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
伴
う
事
業
主
の
事
務
負

で
網
が
か
け
ら
れ
て
い
く
不

安
が
大
き
い
」
な
ど
、
事
務

負
担
増
や
個
人
が
管
理
さ
れ

る
こ
と
へ
の
不
安
が
寄
せ
ら

れ
た
。 担

増
が
対
応
へ
の
障
害

に
な
っ
て
い
る
。
自
由

記
述
欄
に
は
、「
細
か

い
業
務
が
増
え
る
の
が

負
担
。
実
際
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
有
用
に
活
用

さ
れ
て
い
る
と
は
思
え

な
い
」「
た
だ
で
さ
え

多
忙
な
の
に
事
務
が
増

え
る
こ
と
と
、
個
人
が

管
理
さ
れ
、
税
等
の
面

事業所としての対応状況

医療費助成改悪が子どもの受診抑制につながると
訴える江原理事＝２日、府庁　　　　　　　　　

２
年
に
一
度
の
現
況
報
告

「歯援診」研修会2/25開催

１
月
15
日
ま
で
に
保
健
所
へ

新基準での届出必要

近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
、
未
入
会
の
先
生
に
本
紙
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
郵
送
停
止
を
ご
希
望
の
方
は
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
協
会
へ
の
ご
入
会
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
協
会
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

経
税
部
は
９
月
、
開
業
医
会
員
の
20
％
を
無
作
為
抽
出

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
事
業
所
と
し
て
の
対
応
と
、
個
人
と
し
て
の
対
応

状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
内
容
で
、
１
２
２
会
員
（
返
送
率

16
・
５
％
）
が
回
答
。
医
科
協
会
も
同
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
医
科
・
歯
科
合
わ
せ
て
３
１
７
会
員
か
ら
回

答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

（
関
連
２
面
）

　

医
療
機
関
ご
と
の
月
額
上
限
廃
止
や
薬
局
で

の
新
た
な
負
担
な
ど
、
大
阪
府
が
計
画
す
る
福

祉
医
療
費
助
成
制
度
の
改
悪
に
対
し
、
協
会

は
、
医
科
協
会
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
難
病

患
者
な
ど
の
市
民
団
体
と
と
も
に
２
日
、
府
庁

で
記
者
会
見
を
開
き
、「
一
方
的
な
患
者
負
担

の
押
し
付
け
に
反
対
」
共
同
ア
ピ
ー
ル
を
発
表

し
た
。
同
ア
ピ
ー
ル
に
は
１
７
３
医
療
機
関
、

２
０
９
団
体
か
ら
賛
同
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

協
会
か
ら
は
、
辻
本
勝
副
理
事
長
と
江
原
豊
理

事
が
参
加
し
、
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
患
者

負
担
引
き
上
げ
に
反
対
の
声
を
上
げ
た
。

　

歯
科
医
師
・
衛
生
士
・
技
工
士
ら
は
２
年
に
一
度
、
12

月
31
日
現
在
の
①
住
所
地
②
従
業
地
③
業
務
の
種
別
④
そ

の
他
事
項
―
―
に
つ
い
て
、
国
や
都
道
府
県
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
は
届
出
年

に
あ
た
る
。
所
定
の
届
出
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
17

年
１
月
15
日
ま
で
に
住
所
地
の
保
健
所
に
提
出
す
る
。
就

労
し
て
い
な
い
場
合
で
も
届
け
出
る
必
要
が
あ
る
。
用
紙

は
最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
で
き
る
。

　協会は、「高齢者いじめの負担増」
の中止を求める署名に取り組む。同署
名は１月に国会に提出する。ご協力く
ださい。

今号
同封 院長署名のお願い

マイナンバー
ア ン ケ ー ト

府福祉医療費助成
歯
科
・
医
科
協
会
な
ど
２
０
９
団
体
が
共
同
ア
ピ
ー
ル

小
規
模
院
所
の
７
割
が
対
応
で
き
ず

　協会の年末年始の業務と本紙
の発行は次の通りです。
【休務】12/29～１/５
【新聞】12/25付と１/５付を合
併し、１/１付新年号として発
行。１/15付は休刊

年末年始のお知らせ

すでに対応済み

現在対応を進めている

対応できていない

無回答15.9％15.9％51.0％51.0％

医科・歯科　全体医科・歯科　全体

31.5％31.5％

1.6％1.6％

すでに対応済み

現在対応を進めている

対応できていない

無回答

9.6％9.6％

68.7％68.7％

医科・歯科　従業員５人以下医科・歯科　従業員５人以下

20.0％20.0％

1.7％1.7％

　厚生労働省は、11月30日の審議会で、私たち保険医協会が厳しく批判してきた「かかりつけ医
普及を理由とした受診時定額負担」「市販品類似薬の保険はずし」については、具体化を見送る
一方で高齢者や医療の必要性の高い患者さんに負担増を集中する案を示しました。
　これらの提案に対し、「高齢者に厳しい負担増」（東京新聞2016年12月１日付）との報道がなさ
れています。さらなる負担増は受診抑制をいっそう深刻化させ、重篤化を招き、かえって医療費
の増加が懸念されます。

 2016年12月吉日
会員各位
 大阪府歯科保険医協会
 理事長　小澤　力

「高齢者いじめの負担増」
中止を求める要請署名にご協力下さい

※大阪府歯科保険医協会【FAX：06-6568-0564】
〆切　2017年１月20日


